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都市ガス 

メタン発酵システム 

生ゴミ 

高温ガス化システム 

NaS 

350 kW

太陽光発電 300kW 

MCFC

500kW 

木質チップ 

粒化 

高温ガス化ガス 

冷水 

370kW 

MCFC+μGT

 
冷凍機 

空 調

冷凍機 

排熱

・発生したメタン発酵ガス・高温ガス化ガスを利用する高

効率システムとして････   

燃料電池（ＭＣＦＣ）コージェネレーションシステム

・廃棄物を有効利用し、ゼロエミッションを目指すシ

ステムとして････   

メタン発酵システム

（有機廃棄物）高温ガス化システム

・自然エネルギーを活用する分散型電源システムとして････

太陽光発電システム

・多様な新エネルギーシステム

を需要変動を考慮しながら最

適 制 御 す る シ ス テ ム と し

て････   

エネルギー需給制御システム

・システム間で発生する時間軸のミ

スマッチを解消するシステムと

して････  

NaS 電池電力貯蔵システム

グローバル・コモン５内 
（協会管理施設） 

長久手会場 
政府館 

電力 

電力 

電力 

電力 

電力 

（博覧会会場内から発生） 

（博覧会会場建設時に発生） 

メタン発酵ガス

モニタリング･制御 

（受変電盤）

系統電力 

博覧会会場 
（電力ネットワーク） 

排熱



新エネルギー需給システムの各要素技術の概要 

 
 
■太陽光発電システム 
 自然エネルギーを源とする太陽光発電システムは、環境に優しいクリーンな分散型電

源として広く普及しています。一方、自然エネルギーである天候によって日照状態が変

動するので、出力が不安定な電源でもあります。 

実証研究では、この不安定な太陽光発電をナトリウム硫黄電池と組み合わせることに

より安定化し、分散型電源として安定した電力供給を目指します。 

 
■ナトリウム硫黄（NaS）電池電力貯蔵システム 
 ＮａＳ電池は、約３００度の高温で動作する高エネルギー密度の電池です。ナトリウ

ムイオン伝導性を示すベータアルミナという特殊なセラミックが固体電解質として使

用され、正極の硫黄と負極のナトリウムが固体電解質を介して区画されナトリウムイオ

ンをやりとりすることにより、蓄電・放電を行います。 

 このＮａＳ電池の蓄電により、太陽光発電の発電電力の変動と夜間の余剰電力を吸収

し、安定した電力供給を可能とします。 

 

■メタン発酵システム＋メタン発酵ガス利用燃料電池（ＭＣＦＣ） 
 博覧会会場内のレストラン等から発生する生ごみを原料に、嫌気性発酵により得られ

るメタンガスを溶融炭酸塩型燃料電池（ＭＣＦＣ）の燃料として活用します。ＭＣＦＣ

から得られる電力、排熱を再び博覧会会場のエネルギーとして使うことにより、地域で

循環するエネルギーシステムを目指します。 

 実証研究で導入するＭＣＦＣはエネルギー効率が高いことが特長であり、環境に優し

い発電設備として期待されています。 

 
■高温ガス化システム＋高温ガス化ガス利用燃料電池（ＭＣＦＣ） 
 博覧会会場の造成時に伐採した木質チップや、会場内で発生するペットボトル等の廃

プラスチックを原料に、高温ガス化システムにより得られるガスをＭＣＦＣの燃料とし

て活用します。同様、ＭＣＦＣから得られる電力、排熱を再び博覧会会場のエネルギー

として使うことにより、地域で循環するエネルギーシステムを目指します。 

 

■エネルギー需給制御システム 
 実証研究では、発電電力が変動する太陽光発電、異なる原料ガスから発電するＭＣＦ

Ｃ２台、電力を平準化するＮａＳ電池を結合し、分散型電源とします。この電源の出力

を会場内の需要電力の変動に合わせて最適に制御することによって、エネルギー供給の

安定性・信頼性・環境負荷などを評価します。 

 

 


